
すべては子どもたちとまちの将来のために 

 ～日野町におけるコミュニティ・スクール導入の取組～ 



日野町の概要 

• 昭和34年根雨町と黒坂町とが合併して誕生   来年（2019年）町制60周年 

• 面積    133.98㎢ 

• 人口    3,159人     1,366世帯     高齢化率（65歳以上）47.1% 

• 内閣府による人口推計    → 1,861人（2040年） → 1,092人（2060年） 

• 保育所     日野町立ひのっこ保育所 

• 小・中学校     日野町立黒坂小学校   日野町立根雨小学校   日野町立日野中学校 

• 高 校     鳥取県立日野高等学校 



日野町の児童・生徒数の推移 



日野町の教育 

第２次日野町教育大綱 

○社会全体での学習環境整備 

 保護者や地域住民の力を学校運営に生かす「地域とともにある学校づくり」の推進により、

町民が一体となって、子どもや地域が抱える課題を解決するしくみづくりを進めるとともに、地

域コミュニティの活性化を図る。 

日野町教育振興基本計画〔第Ⅱ期〕 

（１）社会全体で取り組む教育の推進 

 保護者や地域住民の力を学校運営に生かす「地域とともにある学校づくり」を推進し、地域

社会全体で子どもたちを育むとともに、地域コミュニティの活性化を図ります。 

   ・コミュニティ・スクールの指定 

 

 



ＣＳ導入の背景／導入にあたっての考え方 

《子どもたち及び学校をとりまく環境》 
 ○豊かな自然、貴重な歴史、文化遺産 
 ○子育て、教育に協力的な地域社会 
 ○少子高齢化、生活の多様化、高度情報化社会の進展等に伴う生活環境の変化 
 ○就学児童生徒数の減少、人口減少に伴う集落機能の衰退 
 ○家庭の教育力の低下 
 ○国内外における事件、犯罪の多発 
 
《子どもたち及び学校の現状と課題》 
 ○児童生徒数の減少による学級の小規模化、複式化の進行 
 ○固定された関係の中での生徒指導上の課題 
 ○学力の二極化 
 ○特別な支援を要する子どもの増加 



ＣＳ導入の背景／導入にあたっての考え方 

《教育大綱の具現化》 
 ○町民が一体となって、子どもや地域が抱える課題を解決するしくみづくり 
 ○地域コミュニティの活性化 
 
《社会に開かれた教育課程》 
 ○学校教育を通じた地域社会づくりと目標の共有化 
 ○社会や世界と向き合い、人生を切り拓く資質・能力の育成 
 ○地域の人的・物的資源の活用や社会教育との連携  
 
《地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地教行法）の改正》 
 ○第４７条の６ 第１項 
  ・教育委員会は・・・学校運営協議会を置くように努めなければならない。 
                                    （設置の努力義務化） 
  ・ただし・・・二以上の学校について一の学校運営協議会を置くことができる。 
                                    （複数校で一つの協議会設置が可能） 



ＣＳ導入の背景／導入にあたっての考え方 

《ふるさとを担う子どもたちの育成》 
 ○「自他を大切にする心」「日野町に誇りを持ち、日野町を愛する心」「主体的に考え、行動し、他者

と協働して解決する力」「高度情報化社会、グローバル化する社会を主体的に生きる力」の育成 
 ○将来の日野町を担っていく人材の育成（日野町が好き⇒日野町を創る） 
 
《子どもたちが地域を活性化》 
 ○自己有用感の高まり 
 ○住民同士のつながり 
 
《持続可能なしくみが必要》 
 ○人口減少と高齢化 
 ○教職員の異動 
 ○教育委員会の関わり 



ＣＳ導入の背景／導入にあたっての考え方 

《必要感がもたれるしくみに》 
 ○教職員、保護者、地域住民への理解促進 
  ・ＣＳ推進委員会の設置とＣＳディレクターの配置 
  ・ＣＳを導入する理由、期待する効果等を丁寧に説明 
  ・学校や地域から「負担感」を持たれないように 
  ・熟議体験等の研修会や広報紙をとおして「必要感」を 
  ・町議会議員への説明 
    
《既存組織との関連》 
 ○学校評議員、学校関係者評価委員の役割も学校運営協議会で 
 ○ＣＳディレクター、地域コーディネーターの配置 
 ○地域学校協働本部（学校支援地域本部）との連携 
 
《委員の選任がポイント》 
 ○みんなが初心者、導入後の研修で意識の高揚を 
 ○委員の任期 



学校支援地域本部の取組 

【設置】 

• 平成２３年６月１日 

【地域コーディネーター】 

• 平成２４年度～平成２７年度  地域コーディネーター １名配置 

• 平成２９年度～平成３０年度 ＣＳディレクター（１名）が兼務 

【学校支援ボランティア登録者数】 

• ４４名（平成３０年１０月１９日現在） 

【今までの活動例】 

• 環境整備、部活動支援、学習支援、学校行事支援、安全パトロール 等 



日野中学校区ＣＳのイメージ 



ＣＳ導入に向けた取組 
   〜ＣＳ推進委員会の開催 

【委員】 

• 有識者（２名）、学校長（３名）、小・中学校保護者（３名）、地域代表（２名）  計１０名 

【平成２９年度】 

• 開催回数 ５回 

• 協議内容 研究計画、意識調査、研修会、広報紙、学校運営協議会委員の構成 等 

【平成３０年度】 

• 開催回数 ５回（予定） 11/8時点では、３回開催 

• 協議内容 研究２年次の計画、研修会、学校運営協議会組織、委員の選定 等 

 



ＣＳ導入に向けた取組 
   〜ＣＳ研修会・説明会の開催 

【研修会講師】 

 梶原敏明 先生 （ＣＳマイスター、大分大学ＣＯＣ＋推進機構 統括コーディネーター） 

【平成２９年度】 

• 開催回数 ３回・・・推進委員対象、教職員対象、保護者・地域住民対象 

• 内容 講演 ≪コミュニティ・スクールとは≫ 

【平成３０年度】 

• 開催回数 ５回（予定）・・・教職員・学校評議員・学校関係者評価委員対象、ＰＴＡ対象（３回）、 

                  地域住民対象 

• 内容 講義・熟議体験 ≪日野町の未来を担う子どもたちを学校と地域とで育てるために≫ 

○説明会 ３回  各学校のＰＴＡ総会時にＣＳについて説明 



ＣＳ導入に向けた取組 
   〜ＣＳ研修会・説明会の開催 

熟議体験 



ＣＳ導入に向けた取組 
   〜ＣＳ研修会・説明会の開催 

フォーマットシートを活用して熟議 



ＣＳ導入に向けた取組 
   〜ＣＳ情報の全戸配布 



地域学校協働本部 
［地域学校協働活動推進員を配置し、学校と地域との連絡・調整、ボランティアの確保、活動の計画を行う］ 

日野中学校区学校運営協議会 
◎学校運営の基本方針を承認する。 

◎学校運営について意見を述べる。 

◎教職員の任用に関して、教委規則で定める事項について、意見を述べる。 

○めざす子ども像の共有と、その実現に向けた取組について協議する。 

○学校運営や必要な支援について協議する。 

○学校評価の外部評価を行い、改善に向けた提言等を行う。 

 

委員：地域代表（５～７名） 
         ※地域学校協働活動推進員、ひのっこ保育所保育士、日野高教員を含む 

    保護者代表（３名）、学校代表（３名） 

会議：年４回（年度当初及び各学期末）＋臨時会（随時） 

事務局：ＣＳディレクター、事務主幹（共同実施） 

黒坂小学校学校関係者評価委員会 

根雨小学校学校関係者評価委員会 

日野中学校学校関係者評価委員会 

黒坂小学校学校評議員会 

根雨小学校学校評議員会 

日野中学校学校評議員会 
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H30まで 

H31以降 

校長の求めに応じ意見を述べることができる 学校評価の外部評価を行う 

日野中学校区学校運営協議会のしくみ 



今後の取り組み 

• 平成３０年１２月末まで  学校運営協議会委員の選出 

• 平成３１年２月中          学校運営協議会（仮）会議の開催 

                       ・平成３１年度の学校運営の基本方針等の承認（暫定） 

• 平成３１年３月末まで       関係条例、規則等の制定、改正等 

• 平成３１年４月１日         日野中学校区学校運営協議会の設置に関する規則 施行 

                       ・日野中学校区学校運営協議会設置 

                         ※日野中学校区にコミュニティ・スクールを導入 

• 平成３１年５月中旬まで 平成３１年度第１回学校運営協議会 

                       ・平成３１年度の学校運営の基本方針等の承認 



成果と課題 

設問 

《問1》 「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」について、以前から知っている。 

《問2》 教育委員会が発行（全戸配布）している「コミュニティ・スクール情報」を読んだことがある。 

《問3》 
研修会や「コミュニティ・スクール情報」等により、「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」のことが理解で
きた。 

《問4》 学校の活動等を、たよりやホームページ等で知っている。 

《問5》 学校は、地域の人材を活用した授業等に積極的に取り組んでいると思う。 

《問6》 機会があれば、学校の活動に積極的に関わろうと思っている。 

《問7》 地域の住民が学校に関わることで、学校の教育が充実すると思う。 

《問8》 学校をよくすることが、地域をよくすることにつながると思う。 

《問9》 学校は、地域の住民の意見を積極的に取り入れていると思う。 

《問10》 学校は、地域の活動に協力している。 



成果と課題 

• ＣＳのしくみ等について、教職員、保護者に知ってもらうことができた。 

• 地域住民の中にも、ＣＳについて関心を持ってくださる人が出てきた。 

• 平成３１年４月１日導入に向け、取組を進めることができている。 

 

• 保護者、地域住民への理解促進 

• 学校運営協議会委員の意識向上 

• ＣＳディレクター、地域学校協働活動推進員の配置 

• 教職員の意識の向上 

• 教育活動の充実 



おわりに 

○すべては子どもたちとまちの将来のために 

  ・子どもたちの将来のために何ができるか、まちの将来のために何ができるか、学校、保護者、地

域の３者が、当事者意識をもって関わる。 

○子ども、学校、地域がＷＩＮ－ＷＩＮの関係で 

  ・子ども…地域の人と関わることで、コミュニケーション力やキャリア意識等が高まる。また、安心し

て地域で暮らすことができる。 

  ・学 校…地域人材を生かし、深まりのある活動が展開できる。また、役割を分担することで、多忙

感の解消につながる。 

  ・地 域…これまでの経験や学びをいかすことができ、生きがいがうまれる。 

○日野高校との連携 

  ・保育所から高校まで、町内にあるという環境をいかす。 


